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音楽科 
 
の目標 

表現及び鑑賞の幅広い活動を通して，生活や社会の中の音や音楽，音楽文化と豊かに関わる資質や能力を育成する 
 

 

 

 

 

 

 
 
 

音楽活動の基礎的な能力を伸ばし， 

 

音楽に対する感性を豊かにし， 

・音楽の豊かさや美しさに対する感性を養う 

・音や音楽を知覚する能力を育成する 

音楽を愛好する心情を育てるとともに， 
・音楽のもつ価値をよさとして感じ取ったり理解したりすることによって，一人一人が自分にとっての音楽の意味を実感し，生

涯にわたって音楽を愛好する心情を育む 

・音楽の構成要素と表現要素を知覚する  音楽に対する感性を豊かにし， 
＊知性面と感性面の調和がとれた人間性を培う 
・音楽の豊かさや美しさに対する感性を養う 

 ・音楽の諸要素の働きによって生まれる曲想や美しさを，イメージをもって感じ取る 

・音楽から豊かさや美しさを見つけ出したり，それを表現するための工夫を重ねたりする 

・音楽に積極的に働きかける 

 

 

・感じる      
 
 

・美しい音，豊かな響きの 
意味付けをする 
 
 

・音楽の豊かさや

美しさを一人一

人がそれぞれの

感じ方で味わう 

 

豊かな情操を養う 
＊人間のあらゆる精神活動を根底から支え，それらを価値ある経験

として統一させる 
・個人が自己の感性を働かせ，素材を調和的につくることによって

生み出される美しさによって価値感情をもつ 

 
第１学年

(①)， 
第２学年

及び 
第３学年

（②）の

目標 

 ①音楽表現の豊かさや美しさを感じ取り， 

②楽曲構成の豊かさや美しさを感じ取り， 

・音楽に対する感性を培う 

①音楽活動の楽しさを体験することを通して，  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
②多様な音楽に興味と関心をもち，音楽活動の楽しさを体

験することを通して，  

音や音楽への興味・関心を養い，  
・音や音楽とのかかわりを通して，自分にとっ

てそれらがどのような意味をもつのか考える 
 
②音や音楽への興味・関心を高め， 
 
 

①音楽によって

生活を明るく豊

かなものにする

態度を育てる。 
・音楽を生活の中

に取り入れ，明る

く豊かな社会生

活を送る 
 
②音楽によって

生活を明るく豊

かなものにし，生

涯にわたって音

楽に親しんでい

く態度を育てる。 
 

・生徒一人一人が音楽の豊かさや美しさを感じたり発見したりする 

・表現したい内容をイメージする 

・音楽に内在する諸要素への感受性をもつ 

①基礎的な表現の技能を身に付け， 

②表現の技能を伸ばし， 

 

 

 

 

創造的に表現する能力を育てる。 

創造的に表現する能力を高める。 

・生徒が自分なりのイメージや意図を表現するための技能を身に付けていく 

・イメージをさらに膨らませる 

・表現に工夫を加える 

①多様な音楽に興味・関心をもち， 

②音楽に対する総合的な理解を深め， 

・音楽の構造的な側面を知覚し，感性的側面を感じ取る 

 

①幅広く鑑賞する能力を育てる。 

②幅広く鑑賞する能力を高める。 

・貴重な文化遺産としての音楽を尊重する態度を育てる 

・構造的側面と感性的側面に対する感受性を豊かにしながら，文化的側面について理解する 

 
表現の 
 
内容構成 
 
 
 

音楽の諸要素が楽曲をどの

ように構成し， 

・音について知る 

・音の響きを注意して聴く 

・音の特性や音楽の仕組み

を知る 

どういう表情を生み出して

いるか知り，その背景を知

ることによって， 

・音を関係づける原理や要

素，すなわち音楽の仕組み

を知る 

・曲の中で音楽の構成要素

や表現要素がどう働き，そ

れらが関連し合ってどうい

う状況を作り出しているの

かということを知覚する 

楽曲に対するイメージ

を発展させる 

・言葉や歌詞を生かし

た歌い方を工夫する 

・特質を，イメージを

もって感じ取る 

・イメージや感情を一

層広げる 

・イメージや感情を一

層深める 

自分と楽曲の接点を見いだす 

・音楽によって引き起こされた自分のイメージや感情がどういうものであるの

かを意識する 

・曲を表現するとき，曲を支えるものに目を向け曲のとらえ方や表現を深める 

 

             

自分で音を出す際に，体や楽器を操作しコントロールする技能を身につける 

・発声や楽器の取り扱い，読譜などについての諸技能を獲得する 

表 現 
 
第１学年

(①)， 
第２学年

及び 
第３学年

（②）の

内容 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・言葉のもっている抑揚や

アクセント，リズム，語感

にかかわる特性を把握する 
・独唱曲を原語で歌う場合

には，言葉の特性に配慮し

て表現する 

 
 
 
・歌詞を読み，言葉の意味

や内容を理解する ・歌詞

の構成や背景を調べる 

 
 
 
 
①・曲種の時代・地域に基

づく特徴や，様式による違

いをとらえる 

②・地域や時代の特徴を捉

えて曲種にふさわしい声を

理解する 
・自分は何を美しいと感じ

ているのかを理解する 

ア①歌詞の内容や曲想を感じ取って，歌唱表現を工夫

する（歌詞の内容や曲想を感覚的，直感的にとらえる） 
 
・歌詞の内容や曲想を感じ取る ・自己のイメージ

や感情を膨らませる ・表現を工夫する ・歌詞の

構成や背景をもとにして曲を聴いたり旋律をとら

えたりする ・曲のもっているよさや特徴に気付

く ・表現のための工夫を生む ・自分の楽曲のイ

メージを歌唱表現する 
  
イ①曲種に応じた発声により，言葉の表現に気を付け 
て歌う 
・本来の持ち味がより的確に表現できる発声に気付

く ・曲種に応じて生徒自身がよりふさわしいと感

じる声の出し方や音色で歌う ・適切な声のイメー

ジをもつ ・その音楽を楽しんできた人々がどうい

う声で歌ってきたか聴く ・感じ取ったイメージで

自らも歌う ・発音における子音・母音の取り扱い

や濁音・鼻濁音の強さの程度などの表現の仕方を工

夫する ・音楽の流れにのせてどう生かして表現し

たらよいか気付く  

②歌詞の内容や曲想を味わい，曲にふさわしい 
歌唱表現を工夫する（曲のよさや特質がどこに

あるか見いだす） 
・自分がなぜこういうイメージをもったのか

という根拠を，歌詞夜曲の仕組みの中に探す 
・曲特有の味わいをつかむ ・曲にふさわし

い表現がどういう表現であるかが分かる ・

曲にふさわしい歌唱表現を工夫しようとする 
 
 
②曲種に応じた発声により，美しい言葉の表現

を工夫して歌う 
・世界の多様な様々な歌唱曲にふさわしい表

現の声の出し方や音色を工夫する ・歌唱曲

に対して，生徒自身がふさわしい声の出し方

や音色を感じ取って歌う ・自己の中にイメ

ージを作って歌う ・言葉を美しいと感じ

る ・こうすれば言葉をより美しく表現でき

ると言うことを意識する 
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表 現 
 
 
 
 
 
 
 
 
第１学年

(①)， 
第２学年

及び 
第３学年

（②）の

内容 

ウ①楽器の基礎的な奏法を

身に付け， 
・楽器の基本的な操作方

法を身に付ける 
・初歩的な演奏方法を身

に付ける 
・楽器の音の特性を知る 
・楽器の音を音楽の素材

としてとらえる 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
①・言葉のもつ自然なリズ

ム，抑揚やアクセントに

よる音の高低を意識する 
②・歌詞の形式的なまとま

り，言葉のもつ自然なリ

ズム，抑揚やアクセント

による音の高低などを理

解する 
 
 
 
 
 
 

ウ②楽器の特徴を生かし， 
・楽器の音の特性を楽曲

の中で生かす 
・楽器の音色や響きを意

識する 
・主旋律を担当する楽器

との組み合わせを検討す

る 
 
 
・曲種によって様々な響

きや音と音とのかかわり

合いがあることを理解す

る 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・自分の発する声や楽器

の音を自分自身ではっき

りと意識する 
 
 
・曲の仕組みを意識する 

 
 
 
 
①歌詞に対する自分自身の

解釈をする 
・豊かなイメージをもっ

て歌詞の内容を理解する 
②歌詞の内容や言葉の語感

から受けるイメージをもつ 
 
 
 
 
 
 
 
 
②・楽器を扱う技能ととも

に，音楽の仕組みや諸要

素の働きを理解する 

①美しい音色を工夫して表現する 
・楽曲のもつ曲想を感じ取る 
・その楽器の音でしか表せない表現を体験する 

②曲にふさわしい音色や奏法を工夫して表現する 
・感じ取った楽曲の曲想に基づいてこのような音

色や奏法で表現したいという意図をもつ 
・曲想にふさわしい音色を工夫する 
・フレーズのまとまりやアーティキュレーション

を生かした奏法を工夫する 
 
エ①声部の役割を感じ取り，全体の響きに気を付け

て合唱や合奏をする 
・合唱や合奏の活動においてそれぞれが担当する

各声部の特徴と役割を感じ取る ・他の声部との

かかわりや全体の響きに注意を向けて表現する 
・自分の担当する声部がどのような役割をもって

いるかを感じ取る ・自分の担当する声部の役割

を果たすにはどう表現すればよいのかに気付く 
・自分の発する音と他の声部の音や全体の響きと

の関わりを感じ取る ・ある声部を抜いてみるこ

とで，その声部の機能や効果の有無，あるいは全

体の響きがどう変化するかを聴き取る ・声部を

一つずつ重ねて全体を組み立ててみることで，

徐々に響きや表情が豊かになることを感じ取る 
・声部の役割や全体の響きとのかかわりを感じ取

る 

 
・音楽表現のおもしろさや幅広さに気付く 
 
 
 
 

 
①・美しく表現しようとする 
②・自ら奏法を調べたり模範演奏を聴いてみたりする 
・表現するための技能を得ようとする 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
①・多様な音楽に興味・関心をもつ  
 
 

       

②声部の役割を生かし，全体の響きに調和させて合唱や合奏をする 
・感じ取ったことを確認する 
・他の声部の役割や表現意図を互いに理解し合う 
・表現を練り上げる 
・演奏全体を聴き全体としての演奏を客観的にとらえる 

オ①短い歌詞に節付けしたり，楽器のための簡単な 
旋律を作ったりして声や楽器で表現する 
・歌詞に節を付けて歌を作る ・歌詞を自分自身

で解釈する ・言葉のもつ自然なリズム，抑揚や

アクセントによる音の高低を意識する ・豊かな

イメージをもって歌詞の内容を理解する ・楽器

のための旋律を作る ・創作の発想を認め合

う ・比較によって自分の作品の特徴を発見す

る ・短い旋律を生徒同士が持ち寄り，それらの

つなぎ方をいろいろ試してつながりを検討する・

複数の旋律の重ね方を試す ・旋律の動きやフレ

ーズなどがどのような表現効果を生み出している

かに気付く 
 
カ①表現したいイメージや曲想をもち，様々な音素

材を用いて自由な発想による即興的な表現や創作を

する 
・音素材を用いたとき，自分の表現に合っている

かどうかを感覚的，直感的に感じ取る ・自分の

発想で音の構成を試す ・自己の内に生じたイメ

ージや曲想に基づいて，楽器や身の回りから音を

選ぶ ・それらの音を即興的に鳴らしながら自由

な発想によって表現する ・自己の内面に生じた

イメージや曲想を大事にして音楽を・イメージや

曲想を実際に音にする ・イメージや曲想を変化

し発展する ・表現したいイメージの形成と音素

材の選択をする ・反復，変化，対照，起承転結

など，これまでの音楽経験や生活経験から得た構

成方法を使う ・音を即興的に出しながら試行錯

誤的に組み合わせる ・よいと思った組み合わせ

を練り上げて，ある程度の長さをもった作品を作

る ・五線譜や図形楽譜などを工夫する ・互い

の音に対する感性を認めて検討し合う  
②・楽器の音色を生かす  

オ②歌詞にふさわしい旋律や楽器の特徴を生

かした旋律を作り声や楽器で表現する 

・理解やイメージが作る旋律に表れているか

どうか生徒自身が吟味する ・それぞれの楽

器の音域，音色，奏法など，その楽器の持ち

味を生かして作る ・形式や曲の構成などを

工夫したまとまりのある旋律を作る ・グル

ープになって旋律の和声付けをする ・ある

旋律に別の旋律を重ねたりして，アンサンブ

ルのための作品を作る ・声による旋律創作

と楽器による旋律創作を関連付けて一つの

作品を作る ・自分たちで作った作品による

小アンサンブル発表会を開く  

 
②表現したいイメージや曲想をもち，様々な音

素材を生かして自由な発想による即興的な表

現や創作をする 
・様々な音素材における音質や音色の特性を

理解して，それを自己の作品の中で用い

る ・音楽作品としての全体的な統一感や変

化のおもしろさを工夫する ・友達同士で相

互評価する ・発想が関連する既成の音楽作

品を聴く 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
①・音楽的な視野を拡大する 
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キ①音色，リズム，旋律， 
和声を含む音と音とのかか

わり合い，形式などの 
・表現活動を通して音色

（声や楽器の固有な音色・  

曲種に応じた声の表現・

楽器の奏法・組み合わ

せ・変化・豊かな響き），

リズム（拍節的/拍子・リ

ズムパターン・拍子のま

とまり感・リズムパター

ンの反復・リズムパター

ンの変化・表現効果）（非

拍節的/自由な動き），旋

律（旋律が基づくところ

の音階・旋律線のもつ方

向性・音のつながり方・

フレーズの作り方・長音

階・短音階・無調・我が

国の音楽に用いられてい

る様々な音と音とのかか

わり合い・世界の諸民族

の音楽に用いられる様々

な音と音とのかかわり合

い），和声を含む音と音と

のかかわり合い（機能和

声・我が国の音楽に用い

られている様々な音と音

とのかかわり合い・世界

の諸民族の音楽に用いら

れる様々な音と音とのか

かわり合い），形式（反

復・変化・対照・パター

ンの連鎖・積み重ね・二

部形式・三部形式・組み

合わせによる楽曲構成

法）などについて知覚す

る 
 
②音色，リズム，旋律，和 
声を含む音と音とのかかわ

り合い，形式などの 
 
 
 
ク①速度や強弱の働きによ

る 
・音楽の諸要素である基

本的で単純な速度や強弱

について知覚する 
 
 
 
 
 
 
 
②速度や強弱の働きによる 
・音楽の諸要素である多様

で複雑な速度や強弱につい

て知覚する ・速度や強弱

についてのある程度の用語

や記号を理解する 

 
 
働きを感じ取って表現を工夫する 
・表現活動の中で，それぞれの要素の働きを感じ取る ・諸要素が楽曲の感性

的側面と深くかかわっていることに気付く ・楽曲の内容をより深くイメージ

する 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
働きを理解して表現を工夫する 
・音楽において，音色，リズム，旋律，和声を含む音と音とのかかわり合い，

形式などがどのように働いているかを，曲想とのかかわりにおいてより総合的

に理解する ・一つの要素の働きと他の要素との働きをと関連し学習する ・

楽曲を総合的に理解する ・音楽表現の多様さを感じ取って表現を工夫する 

 
曲想の変化を感じ取って表現を工夫する 
 
・曲にふさわしい速度や強弱を，他の構成要素や曲全体から受けるイメージと

かかわらせる ・一つの曲の中でだんだん強く（クレシェンド）やだんだん弱

く（ディミヌエンド），だんだん遅く（リタルダンド），だんだん速く（アッチ

エレランド）などの変化の幅を工夫する ・工夫によって起こる曲想の変化を

意識する ・曲想がどのように変化したかについて，比喩的な言葉で言い表

す ・作曲家によって設定された速度や強弱に対して，なぜそのような速度や

強弱が設定されているのかを考える ・楽曲の感性的側面を感じ取る ・楽曲

に対する自分のイメージを深め広げる 
 
曲想の変化を理解して表現を工夫する 
・音楽において速度や強弱がどのように働いているかを，曲想とのかかわりに

おいて総合的に理解する ・速度や強弱の学習を他の構成要素と関連し，楽曲

を総合的にとらえる ・いろいろな速度や強弱を試してみてどうなるか聴

く ・体をコントロールして意図した速度や強弱を表現する ・速度や強弱の

働きの範囲を広げ深く理解する 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・演奏から聴き取ったことや感じたことを，互

いに話し合って検討する ・自分の個性的な解

釈を生かした表現を考える 
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鑑賞の 
 
内容構成 
 
 

構成要素や表現要素からな

る音楽の構造的側面を知覚

する 

・音楽の素材として使われ

ている声（固有の声質や声

域，固有の発音法，発声法，

歌唱法，演奏者の表現意図）

や楽器（音質や音色の特徴，

音色や奏法の違い）の種類

や特性及びそれらが楽曲に

もたらす効果について理解

する（音には，自然音や環

境音を含む） 

・音楽がどのような仕組み

（音楽の諸要素（構成要

素・表現要素）の表れ方や

その働き）で構成されてい

るかを知覚する 

 

 

 

それらの働きによって生まれる楽曲の雰囲気や曲想などの音楽の感性的側面を感

じ取る 

以上の内容を，音楽の背景となる風土，文化・

歴史などの文化的側面とかかわらせて感じ取

ったり理解したりする 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・諸要素が生み出す曲想とのかかわりから，自

分の中に新しいイメージや感情が生まれたこ

とを意識する 

・違う時代や違う世界の人々によって作られた

作品を鑑賞する ・それまで気付かなかった新

しい音楽の世界を発見する 

・人間の生活と音楽のつながりを感じ取り理解

する 

・音楽を風土や文化・歴史などとかかわらせて

聴く 

・音楽表現の豊かさや多様性を知る 

・音楽の世界を広げる 

・自分にとって真に価値ある音楽を発見する 

        

・それぞれが生み出してい

る楽曲の雰囲気や曲想と

深くかかわっていること

を感じ取る 

・反復，対照，変化の構成

原理では，実際の作品では

壮大で複雑に展開される

有様を知る 

・様々な音楽の種類におい

ては，それぞれ特有の展開

のされ方を見る 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・総合芸術における音楽の

役割や効果に気付く 

 

 

 

 

 

 

 

 

・諸要素それぞれの原理的な働きに注目し，理解し

ながら，ある特定の要素に焦点をあて音楽の仕組み

を聴き取る 

・諸要素の働きを感じ取ると同時に，それによって

自分の内面に生まれる様々なイメージや感情を味わ

う 

・音楽を地域や時代，あるいは作曲者などの特徴と

関連させる 

・様々な音楽に触れる 

・様々な音楽を聴き，新しい音楽表現を知ったり学

んだりする 

・他の芸術とのかかわり方を通して，その芸術全体

についても鑑賞する 

・音楽全体の特徴や特質を感じ取ったり理解を深め

たりする 

鑑 賞 
 
 
 
第１学年

(①)， 
第２学年

及び 
第３学年

（②）の

内容 

ア①声や楽器の音色，リズ

ム，旋律，和声を含む音と

音とのかかわり合い，形式

などの働き，  

・音楽の構成要素 声や 
楽器の音色（声・楽器の 

種類によって固有な音色 

），リズム，旋律（音階（長 
音階・短音階・調性のな 
いもの・我が国及び音楽 
の世界の諸民族の音楽に 
おける様々な音階），音と 
のかかわり合い（一つの 
旋律をもとにして発展さ 
せた多声的な音楽・点と 
しての音と音とのかかわ 
り），形式（反復・変化・ 
対照等の構成原理を組み 
合わせてできていること 
を知る）などの働きにつ

いてその働きと効果を知

覚する 

 

②声や楽器の音色，リズム，

旋律，和声を含む音と音と

のかかわり合い，形式など

の働きと 

 ・諸要素と曲想との関わ

りをより細部にわたって

知覚する 

 

イ①速度や強弱の働き 

 ・表現要素である速度と

強弱について知覚する 

 

 

 

それらによって生み出される楽曲の雰囲気や曲想を感じ取って聴く 
 
 
 
・音色を変化させたり組み合わせたりすることにより豊かな響きが生まれること

を感じ取る ・リズムや拍子の特徴，リズムパターンの反復や変化によって生ま

れる楽曲の雰囲気や曲想を感じ取る ・非拍節的なリズムでは，自由な動きや流

れるような動きを感じ取る ・様々な旋律を聴き取り，それがもたらす美しさや

曲想を感じ取る ・西洋音楽における機能和声にのみならず，我が国及び世界の

諸民族の音楽にみられる様々な音と音とのかかわり合いによって生まれる楽曲の

雰囲気や曲想を感じ取る ・構成原理組み合わせの効果や曲想を感じ取る ・音

楽の構成要素と楽曲の持つ雰囲気や曲想とのかかわりを意識して聴き取ったり聴

き分けたりする ・音楽の表現と構成要素が密接に譜にきや曲想と結びついてい

ることに気付く ・音がどのように鳴り響いているかに耳を傾ける ・構成要素

の働きや特徴を感じ取りながら，それぞれの要素のかかわり合いがどんな音楽の

雰囲気や曲想を生み出しているかに気付く 

 

 

 

 

 

 

 

それらによって生み出される曲想のかかわりを理解して楽曲全体を味わって聴く 
 

 

 

・楽曲構成の豊かさを感じ取り，理解を深め，楽曲全体を味わう ・楽曲構成の

豊かさや表現の多様さを一層深く味わう ・楽曲構成の理解とかかわらせて聴

く ・各部分の曲想を感じ取り，楽曲全体を深く味わう  

 

 

 

 

 

 

 

 

・音楽の多様性を感じ取り，その背景となる文

化や歴史についてかかわらせて聴く 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・音楽の良さや美しさに対する鑑賞の質を高め

る ・新たな音楽に取り組む意欲をもつ 

 

        

 

及びそれらによって生み出される楽曲の雰囲気や曲想の変化を感じ取って聴く 
・速い，遅いの速度の 

ほか，徐々に変化する速

度についても聴き取 

り，特有の雰囲気や曲想

を感じる 

・速度や強弱が生み出す雰囲気や曲想によって，

緊張や弛緩，動的や静的，雄大さや繊細さ，安堵

感や焦燥感など様々な個人のイメージや感情を自

分なりの言葉，図形，動作などで表す ・感じ方

や表し方は個人によって違いがあることに気付く 
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 ②速度や強弱の働き 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

及びそれらによって生み出される曲想の変化を理解して聴く  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・我が国や世界の諸民族の音楽について関心をもつ ・

異文化の音楽に触れることの楽しさを体験する 
 

       
・細部にわたって詳しく

聴き取る ・微妙な変化

に気付く ・働きや変化

が生み出す曲想の特徴

と効果を理解する ・同

じ楽曲であっても，戦争

社の違いや意図によっ

て曲想は異なり，音楽の

表情は大きく変わるこ

となどについて理解し

て聴き取る ・構成要素

と表現要素とのかかわ

りと，それらが全体とし

て曲想を生み出してい

くことを理解する 

 

・生徒自身が表現活動や鑑賞活動を通して変化や多様さを，体験的に理解する 
・ある要素や仕組みについて対照的な教材を用いて比較する 

ウ①我が国の音楽及び世界の諸民族の音楽における楽器

の音色や奏法と歌唱表現の特徴から 

・身近にある郷土の伝統音楽に親しむ ・アジア地域

の諸民族の音楽をいくつか取り上げて，その旋律やリ

ズムの特徴，楽器の音や構造，奏法，合唱の仕方など，

さらに声と楽器との関係に注意する  
 
 
 
 
 
②我が国の音楽及び世界の諸民族の音楽における楽器の

音色や奏法と歌唱表現の特徴から 
 

音楽の多様性を感じ取って聴く 

・多様な音楽に対してよさや美しさを感じ取る・

我が国の伝統的な音楽のいくつかを聴き比べ

る ・それぞれの特徴を聴き取る ・我が国の伝

統音楽に用いられている楽器や声の表現と世界の

諸民族のそれとの相違点や共通点を感じ取る ・

多様な音楽の表現方法や仕組みを比べる ・それ

ぞれの音楽における特徴や美しさを感じ取る ・

世界の様々な音楽に見られる普遍的な特徴，例え

ば人間は歌を歌うことや楽器をもつこと，舞踊に

音楽を付けることなどに気付く 
音楽の多様性を理解して聴く 
・我が国や諸外国の多様な音楽文化についての理

解を深める ・私たちの身近にある郷土の伝統音

楽に親しむ ・我が国の古典の作品を見たり聴き

比べたりする ・世界の諸民族の音楽や舞踊劇を

鑑賞して，そこに用いられている歌や語り，楽器

の音色や奏法，合奏の仕方に注意する ・歌と語

りにおける発声の仕方や声の技法，声と楽器との

関係に注意する ・それぞれの特徴を聴き取った

り聴き分けたりする 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 ・多様な音楽の表現や仕組みを比較する ・

相違点や共通点を感じ取る ・人類の音楽文

化の豊かさと，そこに見られる普遍的な得著

に気付く 
 

 エ①音楽をその背景となる文化・歴史とかかわらせて聴く 
・音楽をそれが生まれた環境や背景を想像したり理解したりする ・音楽を聴く

ときに，その音楽が成立した状況や事情について，想像したり，知ったりする ・

背景となる文化・歴史からの理解を深める 

・人間と音楽のかかわりをとらえて聴く ・

そのとき，その場所に生きていた人々が音楽

とどうかかわっていたかを考える ・過去の

音楽の背景を知り共鳴することは，現代の

様々な音楽も，今，この時代に生きている私

たちが感じ，考えたものなのだという実感や

共感をもつ ・音楽と人間生活との深いかか

わりとその歴史，音楽の良さ，美しさ，大切

さなどを理解する 
②音楽をその背景となる文化・歴史や他の芸術とのかかわりなどから，総合的に

理解して聴く 
・音楽の時代や地域を広げ，生徒自身がその音楽の背景となる文化や歴史を調べ

る ・それぞれの音楽の特徴や特質を，諸要素や曲想，表現の仕方などから感じ

取る ・音楽の生まれた時代や地域の文化・歴史と結びつける ・音楽を巡って

幅広く多角的な視野から理解し，把握する 

 

５ 


